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　こども・子育て世代向け
のお薦めの本を、図書館司
書が紹介します。
■問 中央図書館
（☎025-246-7700）

　こどもたちが何度も読みたい、
読んでもらいたいと思う絵本を紹
介します。
　幼いめいと出掛けた時、「とこ
とこいかないで」と言われたこと
があります。どこで「とことこ」な
んて言葉を覚えたのかなと思った
ら、以前に一緒に読んだこの絵本
でした。立場が逆転した恥ずかし
さと、絵本を読んだ体験を生活の
中で感じることができてとてもう
れしく思いました。読み返して懐
かしく感じる絵本体験を、身近な
人と楽しんでください。

『とこちゃんはどこ』
作：松岡享
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出版社：福音館書店　発行年：1970年
市内図書館所蔵数：28冊

連　載

　とこちゃんは、おばあちゃんに
もらった赤い帽子をどこへ行くと
きもかぶっています。
　お母さんやお父さん、おばあ
ちゃんと一緒に出掛けては、とこ
とこと駆け出す元気な男の子で
す。
　市場、動物園、海、祭り、デ
パートで赤い帽子のとこちゃんは
どこにいるのでしょうか？

概　要 おすすめポイント
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紹介した本の
詳細はこちら

　アーティストが企画したワークショップや、
こども向けのキャンプ体験など、さまざまな
プログラムを用意しているので、気軽に参加
してください。
※プログラムの内容や開催日など、詳しくは
同施設ホームページに掲載同施設長　同施設長　伴伴
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 敦子さん 敦子さん

　同施設は文化芸術活動や青少年体験活動の２つの機能を
併せ持つ複合施設です。
　館内には、アート作品が展示されているギャラリーや、
誰でも利用できるラウンジ、コミュニティスペース、こど
もたちが自由に遊べる体育館などを無料開放しています。
施設に滞在しながら創作活動を行うアーティストとの交
流や、さまざまなイベントも開催しています。

▲同施設
ホームページ

さまざまな体験プログラムを楽しんでください

■問 同施設
（☎025-201-7530）

17子育て応援通信

新潟市内の遊び場を紹介します。

開館時間：９時～21時半　※第４月曜（祝
日の場合は第３月曜）、年末年始休館
入館料：無料（体験料金が別途必要な場合あり）
場所：中央区二葉町（駐車場35台）

芸術創造村・国際青少年センター
ゆいぽーと

創業セミナー　
　創業のために必要なこと、事業運営のコツ、資金繰りなどに
ついて学ぶほか、経営者の体験談を聞けます。
●日時　６月24日(火)19時〜20時半・７月15日(火)19時～21時
※全２回
●場所　IPCビジネス支援センター(NEXT21・12階)
●対象　市内での創業希望者
●業種　飲食、物販、ネイルや洋服直しなどのサービス業
●定員　先着30人
●料金　無料
●申し込み　５月21日(水)から新潟市ホームページで申し込み

出店体験
　仮設店舗やキッチンカーを借りて、出店体験をすることができます。
●期間　９月～12月（予定）
●場所　古町ルフル広場、ふるまちモール７
●対象　創業セミナー受講者
●貸出設備・定員　キッチンカー…２者
	 仮設店舗…１者
●費用　出店料（売り上げの10％）、材料費など

■問 商業振興課(☎025-226-1633)
飲食・物販などの創業を応援

詳しくは
こちら

▲仮設店舗のイメージ

専門家からの支援が受けられます

　現地での指導や窓口での個別相談など、IPCビジネス支援センターの
職員や専門のコンサルタントからの支援が受けられます。
　他にも、先輩事業者からの現場レベルのサポートもあります。

資金繰りやPR方法など
創業に必要な知識が学べる

メリット１

費用を抑えて出店体験できる
から、未経験でも安心して

チャレンジできる

メリット２

出店体験中やその後も
専門家からのフォローアップ

があって心強い

メリット３


